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令和元年度  はままつオレンジリボン運動  活動報告書 

（児童虐待防止の広報・啓発事業）

浜松市 こども家庭部 子育て支援課

児童虐待防止法が施行された 11 月は、「児童虐待防止推進月間」に定められ、全国的な取り組

みとして、児童虐待防止のための広報・啓発活動が集中的に行われています。 

浜松市では、児童虐待防止の取り組みを行政の児童福祉担当部署のみに留めずに、地域で子ど

もや子育て中の家庭に関わる地元企業や市民団体、子育て支援機関等と協力して拡げていく必要

があると考え、平成 28年度より児童虐待のない社会を目指す『はままつオレンジリボン運動』と

して、様々な賛同企業や団体等の協力を得ながら、児童虐待問題に対する市民の関心と理解が得

られるよう働きかけを行っています。令和元年度も市による広報・啓発活動に併せて、登録団体

との連携の下、様々な働きかけを行いました。 

１ 民間との連携による啓発 

（１）はままつオレンジリボン運動応援隊の募集 

児童虐待のない子育てにやさしい社会の実現を目指すオレ

ンジリボン運動の趣旨に賛同し、児童虐待防止の広報・啓発

活動等に協力いただける企業・団体等を募集したところ、令

和元年度、新たに 2団体から申込みがあり、計 33団体の協力

により、幅広く児童虐待防止の呼びかけが行われました。 

≪周知方法≫ ＊市ホームページ ＊広報はままつ掲載 

≪登録団体（五十音順、敬称略）≫     合計 33 企業・団体（令和 2 年 3月 31 日時点）

ア行 ㈱アキュラホーム浜松支店 サ行 (福)白百合明光会たかつか光こども

園 

ハ行 (福)浜松市社会福祉協議会 

石橋警備保障 浜松市助産師会 

カ行 KTC 中央高等学院 

浜松キャンパス 

すみよし保育園 浜松市人権擁護委員連絡協議会 

聖隷クリストファー大学 

藤田ゼミ 

浜松市民生委員児童委員協議会 

K-mix 静岡エフエム放送㈱ (一社)浜松市薬剤師会 

(学)興誠学園 浜松学院大学・ 

浜松学院大学短期大学部 

㈱ソミック石川 浜松の未来を育てる会 

タ行 (一社)とおとうみ NPO 法人浜松ミュージック・アート少

年団 NPO 法人 ころころねっと浜松 ハ行 浜名湖競艇企業団（ボートレース浜

名湖） サ行 NPO 法人 サステナブルネット 浜松市ロータリークラブ 

三立製菓㈱  浜松医科大学 看護学科 マ行 Mai 子どもデンタルルーム 

静岡県労働金庫 NPO 法人はままつ子育てネットワー

クぴっぴ 

ヤ行 山崎電機産業㈱ 

しずおか多胎ネット ワ行 ワシミ電機 

静岡文化芸術大学 (一社)浜松市歯科医師会  

私立幼稚園協会 浜松磐田信用金庫 

＊事務所等への啓発ポスター等の掲示
＊社員・職員への啓発リーフレット等の配付
＊社員・職員のオレンジリボン着用

＊キャンペーンに係るイベント協力
＊自社・団体の広報誌、ホームページへの掲載

など

≪主な活動内容≫ 
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（２）はままつオレンジリボン応援隊登録団体による啓発協力 

①イベントによる啓発 

応援隊登録団体の協力により、様々なイベントの中で啓発事業が行われました。市は、啓発

用品の貸与等の活動支援を行いました。主な取り組みは、以下のとおりです。 

事業名
「はままつ歯と口の健康フェスタ

2019」での啓発 
団体名 一般社団法人 浜松市歯科医師会 

期間 6/9（日） 場所 クリエート浜松ほか市内 3会場 

活動 
内容 

歯と口の健康週間事業として「はままつ歯と口の健康フェスタ 2019」を市内 4会場で開催。
オレンジリボンを着用し、オレンジリボン運動啓発物品とパンフレットが計 250 セット配布
され、会員と市民に啓発、周知が行われました。 

事業名 「くすりと健康フェスタ」での啓発 団体名 一般社団法人 浜松市薬剤師会 

期間 11/4（月・祝） 場所 遠鉄ホール 

活動 
内容 

「第 13 回くすりと健康フェスタ～薬物乱用撲滅キャンペーン～」を開催。オレンジリボンを
着用し、オレンジリボン運動啓発物品とパンフレットが計 200 セット配布され、会員と市民
に啓発、周知が行われました。 
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事業名 オレンジリボン運動支援競走の開催 団体名 浜名湖競艇企業団（ボートレース浜名湖）

期間 
9/24（火）～29（日） 
11/20（水）～25（月） 

場所 同上 

活動 
内容 

２節にわたり、オレンジリボン運動のＰＲと支援を目的に冠レースを開催。レースで使用す

るボートへのオレンジリボンステッカーの貼付を通年で行うほか、冠レース期間中には、選

手・関係者による募金協力、募金箱の場内への設置等が行われ、募金者に公式グッズを配布

しました。 

〔参考：オレンジリボン公式グッズ〕 

ボールペン（フリクション）

事業名 学園祭「碧風祭」での啓発 団体名 静岡文化芸術大学 

期間 11/2（土） 場所 同上 

活動 
内容 

オレンジリボンに関するアンケートの実施、児童虐待防止啓発物品の配布、パンフレット配
布ブースの設置等により、学園祭の来場者への啓発が行われました。また、はままつオレン
ジリボン応援大使の久保ひとみさんが訪問し、学生と共に啓発活動を行いました。 
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事業名 学園祭「聖灯祭」での啓発 団体名 聖隷クリストファー大学 藤田ゼミ 

期間 11/2（土） 場所 聖隷クリストファー大学 

活動 
内容 

児童虐待防止に関するアンケートの実施、児童虐待防止啓発物品の配布、パンフレット配布
ブースの設置により、学園祭の来場者への啓発が行われました。 

事業名 学園祭「医大祭」での啓発 団体名 浜松医科大学 看護学科 

期間 11/3（日）～4（月・祝） 場所 浜松医科大学 

活動 
内容 

児童虐待防止を啓発する保護者向け・子ども向けの掲示物の展示、学生による説明により、
来場者への啓発が行われました。 

事業名 学園祭「共創祭」での啓発 団体名 学校法人 興誠学園 浜松学院大学・浜松学院大学短期大学部

期間 11/9（土）～10（日） 場所 同上 

活動 
内容 

児童虐待防止に関するアンケートの実施、児童虐待防止啓発物品の配布、パンフレット配布
ブースの設置により、学園祭の来場者への啓発が行われました。 

②ホームページによる啓発 

団体が持つホームページでオレンジリボン運動のＰＲを行っていただいた団体もありました。

児童相談所全国共通ダイヤルの周知も併せて、行われました。 
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③啓発物品の提供 

啓発活動に対する支援として、自社製品をご提供いただいた団体がありました。 

事業名 啓発用に「カンパン」を提供 団体名 三立製菓株式会社 

活動 
内容 

児童虐待防止の街頭キャンペーン等で配布する啓発品として、自社製品「カンパン」1,800
個をご提供いただきました。製品にオレンジリボンシールを貼り、他の啓発品と一緒に配布
することで、多くの市民が手に取ってくれました。 

事業名
啓発用に「ミニカイロ」及び「二十日

大根の種」を提供 
団体名 株式会社アキュラホーム浜松支店 

活動 
内容 

児童虐待防止の街頭キャンペーン等で配布する啓発品として、「ミニカイロ」500 個と「二十
日大根の種」100 袋をご提供いただきました。製品にオレンジリボンシールを貼り、他の啓
発品と一緒に配布することで、多くの市民が手に取ってくれました。 

④事業所内での周知 

オレンジリボン運動応援隊への賛同に併せて、従業員向けに児童虐待防止の周知とオレンジ

リボン運動の趣旨浸透に取り組む団体がありました。市からは、啓発用品の提供を行いました。 

事業名
事務所内への児童虐待防止ポスター

掲示 
団体名 NPO 法人浜松ミュージック・アート少年団

活動 
内容 

オレンジリボン、児童虐待防止啓発チラシ、ポスター等を提供し、子どもを守る活動に対す
る理解促進を図りました。 
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２ 市による啓発 

（１）はままつオレンジリボン運動応援大使の起用 

児童虐待のない子育てにやさしい社会の実現を目指す「はままつオレンジ

リボン運動」の周知を強化するため、平成 28 年度から『はままつオレンジ

リボン運動応援大使』として、浜松市出身のテレビリポーターで、当市での

子育て経験のある久保ひとみさんを起用。啓

発ポスターの作成や、街頭キャンペーンへの

参加、子育て応援講演会への出演など、さま

ざまな啓発事業で活躍いただき、子育て家庭を中心に幅広い層

への広報啓発を行うことができました。 

（２）啓発ポスターの作成・配付 

はままつオレンジリボン運動応援大使の久保ひとみさんを起用し、

地域での子育て家庭の見守りをお願いするポスターを作成しました。

区役所、協働センター、公立小中学校、子育て支援ひろば、はままつ

オレンジリボン応援隊登録団体などに配付し、啓発に取り組みました。

（３）広報誌への掲載

11 月の児童虐待防止推進月間にちなみ、広報はままつ 10月号の「ち

ょっと注目」ページ及び子育て情報誌「まみたん」11 月号の浜松市

からのお知らせページ（こどもＮＥＷＳ）にて、子どもを健やかに育

むためのポイントを掲載しました。子育て中のお父さんやお母さんに

向けて、「イライラした時はクールダウンを。親自身がＳＯＳを出し

ても大丈夫。たたかない、怒鳴らないと心に決める。子どもの成長を応援する気持ちでいる。」と

いった、子どもを健やかに育むためのポイントを伝え、全国共通ダイヤル１８９（いちはやく）

を周知しました。 

（４）街頭キャンペーンの実施

（主催：浜松市民生委員児童委員協議会、浜松市社会福祉協議会、浜松市）

オレンジリボン運動や児童虐待防止について、市民の関心と理解・協力が得られるように、浜

松市人権擁護委員連絡協議会、浜松女性議員の会、公的機関等の協力のもと、各区で広報・啓発

活動を実施しました。市民への啓発物品の配布等により、子ども虐待の早期発見・早期支援につ

ながる通告制度の周知等を行いました。 
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① 11 月 1 日（金）10 時 00 分～11 時 00 分

区名 啓発会場 キャンペーン参加者 

南区 
JA とぴあファーマーズマーケット 
白脇店 

・各区民生委員児童委員 
・各区地区社会福祉協議会職員 等 

②11 月 1 日（金）16 時 00 分～17 時 00 分 

区名 啓発会場 キャンペーン参加者 

北区 

ショッピングセンターベル 21 
カインズホーム浜松都田テクノ店 
スーパーマーケットバロー引佐店 
遠鉄ストア三ヶ日店 

・各区民生委員児童委員 
・各区地区社会福祉協議会職員 等 

浜北区 アピタ浜北店 

天竜区 遠鉄ストア天竜店 

③11 月 2 日（土）15 時 00 分～16 時 00 分・16 時 00 分～17 時 00 分 

区名 啓発会場 キャンペーン参加者 

東区 
リブロス笠井 
マックスバリュー和田店 

・各区民生委員児童委員 
・各区地区社会福祉協議会職員 等 

④11 月 2 日（土）15 時 30 分～16 時 00 分 

区名 啓発会場 キャンペーン参加者 

中区 
ＪＲ浜松駅構内 

及び駅北口周辺 

・久保ひとみさん（はままつオレンジリボン応援大使） 
・中区民生委員児童委員 ・浜松市社会福祉協議会職員
・浜松女性議員の会   ・浜松市人権擁護委員連絡協議会
・応援隊登録大学の学生 等 

⑤11 月 3 日（日）9時 30 分～10 時 30 分 

区名 啓発会場 キャンペーン参加者 

西区 
浜名湖うなぎまつり 

（浜名湖ガーデンパーク） 
・西区民生委員児童委員 
・西区地区社会福祉協議会職員 等 
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（５）乳幼児に関わる支援者研修会の開催 

保育士や幼稚園教諭等の乳幼児に関わる方を対象とした研修会を開催しました。日ごろ、子

どもや保護者と接する中で、虐待予防の観点から子どもから発せられるサインに気づき、その

対応方法を知ると共に、親への支援について具体的なコミュニケーションを学んでいただく機

会の提供をしました。 

・日 時  11 月 30 日（土）14時 00 分～15 時 30 分 

・場 所  浜松市浜北文化センター 

・テーマ  「児童虐待の予防と早期発見の視点～乳幼児の支援者ができる役割を考えよう～」 

・講 師  子どもの虹 情報研修センター 研修課長 中垣 真通氏 

・参加者  【参加者】177 人 

（６）市職員の名札等へのオレンジリボンシールの着用 

市職員が率先して児童虐待のない社会の実現を願う意思を示し、来庁者等に対しオレンジリ

ボン運動の周知・啓発を図るため、平成 28年度より 11月の児童虐待防止推進月間を中心に、

職員の名札等にオレンジリボンシールを着用しました。 

【実績】 協力機関 111か所（3,407 人） 

（７）庁舎への懸垂幕の掲出 

11 月が児童虐待防止推進月間であることを周知する懸垂幕を、 

庁舎の外壁に掲出しました。 

【実績】 浜松市役所・区役所 計 7か所 
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（８）流通元町図書館での啓発展示の実施 

子育て支援に力を入れている流通元町図書館の館内展示で、11 月 1 日（土）から 20 日（水）

まで、児童虐待・子育て支援をテーマにした書籍紹介に合わせて、オレンジリボン運動の周知

が行われました。また、おはなし会に参加した来館者等への啓発グッズの配付も行われました。 

３ その他 

 児童虐待防止に向けた緊急メッセージの配付 

浜松市は、毎年 11月に県内で実施されている児童虐待防止啓発事業「児童虐待防止静岡の

集い」実行委員会の構成団体となっています。子どもの尊い命が奪われる、痛ましい児童虐待

事件が続発する深刻な事態となっている中で、子供に関わる機関と団体は、より一層の連携を

強め、児童虐待防止に全力を注ぐとともに、静岡県の未来を担う宝である子どもたちに、安心

して安全に暮らすことができる社会づくりを約束するため、平成 31年 3月に「児童虐待防止

静岡の集い」実行委員会より県民一人ひとりに理解と協力をお願いする緊急メッセージを発信

しました。 

  このことを受け、浜松市では浜松市民生委員児童委員協議会とともに、令和元年７月、市内

の浜松市内の幼稚園・認定こども園・保育所及び小中学校等を通じて子供一人ひとりに配布し、

さらにはその保護者に届けることで、確実に子育て家庭へメッセージを発信して児童虐待の早

期発見、早期対応に努めました。 
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ｃ                    

浜松市子育て支援課 はままつオレンジリボン運動担当宛 

令和   年  月  日 

“はままつオレンジリボン運動応援隊”申込書 

※ 該当する箇所に〇をお付けください。 

Ⅰ．（  ） はままつオレンジリボン運動を応援します。 

≪現時点において可能な協力内容≫ 

１ （  ） 事務所等へのポスター等の掲示 

２ （  ） 社員・職員へのリーフレット等の配付 

３ （  ） 社員・職員のオレンジリボンの着用 

４ （  ） 運動に係るイベント協力等 

５ （  ） 自社・団体の広報紙、ホームページへの掲載 

６ その他  ＊自由に御記入ください。 

(                                                ） 

  ≪浜松市ホームページへの企業・団体名の掲載≫ 

       (  ) 希望する    

(  ) 希望しない 

Ⅱ．以下に御記入をお願いします。

＜企業・団体名＞                                          

＜所在地＞ 〒 

＜従業員数＞          名  

＜御担当者＞   部署・役職               氏名 

                   電話番号                            

ＦＡＸ番号                            

メールアドレス                         

※お伺いした内容は、本運動に係る事項以外に使用することはございません。

【申込先】 

FAX   053-457-3011 

Mail   kosodate@city.hamamatsu.shizuoka.jp

郵送  〒430-0933 浜松市中区鍛冶町 100－1 

          ザザシティ浜松中央館 5階 

    浜松市子育て支援課はままつオレンジリボン運動担当 

（参考）


